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1 はじめに
個人単位でワークステーションが普及するにつれ，電子メールはコ

ミュニケーションの一手段として定着しつつある．このような状況で
は電子メール作成の手間，また受け取った電子メールの取捨選択，整
理などの手間は無視できないほど大きくなってきている．

電子メールに対する計算機による自動処理の研究として Malone ら
の Object Lens[1] がある．Object Lens では電子メールの作成におけ
る支援や受け取った電子メールの処理などの一般的機能を提供してお
り，それらの機能の活用はそれを使用する各個人に任されている．

しかし，グループを単位として行なわれる対話を考えた場合，現状
では各個人によって同一メールに対する処理がまちまちになった場合，
グループ全体として統一のとれた処理を行なうということが難しいと
いった問題がある．そこでグループ毎に共通した処理を用意し，各人
がそれらを容易に活用できる手段を用意することが有効であると考え
られる．

2 関連研究
既存のシステムの多くは，処理ルールを定義し，用いることで処理

の自動化を行なっている．処理ルールとは電子メールに対して行なう
処理の内容を手続きとして記述したもので，一般的に「if条件 then ア
クション」という形式で記述される．システムは処理ルールの内容に
従って動作し，メールの配送や分類 � 消去などを行なう．

グループでこれらのシステムを運用する場合，そのグループ内で共
通に行なわれる処理について，処理ルールを共有することが有効であ
る．これまで，処理ルールを共有する電子メールを使用したメールシス
テムとしては，Brownie[2]などがある．Brownie では，上記のような
if { then 形式のルールを持っており，処理ルールの共有方法は UNIX

の NFS マウントによって複数のマシン間で共通のデータを保持して
いる．しかし，これでは NFS マウントできる範囲でのみでしか利用
することが出来ないということになる．

3 共有機構
今回提案するメールシステムでは，処理ルールなどを一箇所で管理

�配送するためのサーバシステムを置くことでこれらの共有を実現す
る．またメールのメッセージ部分には Information Lens[3] にて提唱
された半構造化メッセージを採用する．半構造化メッセージは，

� 複数のフィールド（数値や文字列，非構造のテキストなど）から
構成される

� フィールドの構成によりさまざまなタイプに識別できる

4 システムの試作
上記のモデルに基づいて共有を行なうメール
試作した．TBMSは既存の電子メールとの共存
電子メール [4]の上に構築される． TBMSでは

図 1: TBMSの概略図

に加えてマクロ定義の機構を持ち，定型化され
ロを使用することが出来る．マクロ定義はクラ
によって共有することが可能である．例えばソ
にこのシステムを利用する際，プロダクトの名
いるメンバー全員のメールアドレスや，使用さ
際のファイル名やディレクトリ名に置換するこ
に，半構造化メッセージ部分を抽象的に記述で
の情報を正確に反映させることが出来る．

(a)メッセージ本体

図 2: 半構造化メッセージと処理ル

5 まとめ
本システムにより，電子メールに対する自動
ループ単位での処理ルールの共有化が可能とな
一なサービス提供をすることが可能となる．
今後の課題としては，複数のグループ間にお
機構について考察し，また共有ルールの記述を
いたシステムを運用し，評価を行なっていくこ
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